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森
林
鉄
道
車
両
の
導
入
当
初
は
、動
力
車
を
も
た
ず
、台

車
に
木
材
を
積
み
、制
動
手
が
手
動
で
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
行

い
な
が
ら
自
重
で
山
を
下
り
、豆
ト
ロ
と
呼
ば
れ
る
軌
道
を

用
い
ま
し
た
。空
の
台
車
は
、山
の
上
方
ま
で
、人
力
や
畜
力

（
馬
な
ど
の
家
畜
）で
回
送
さ
れ
ま
し
た
。や
が
て
台
車
の
回

送
に
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
な
ど
の
小
型
動
力
車
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、更
に
は
木
材
を
積
載
し
た
台
車
の
牽
引
そ
の

も
の
を
蒸
気
機
関
車
な
ど
の
動
力
車
で
行
う「
鉄
道
」が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
鉄
道
に
お
け
る
我
が
国
初
の
蒸
気
機
関
車
は
、津
軽

森
林
鉄
道
用
に
、明
治
40
年
に
青
森
県
の
蟹
田
桟
橋
に
陸
揚

げ
さ
れ
た
、ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
製
リ
ア
タ
ン
ク
蒸
気
機
関
車

３
両
と
ラ
イ
マ
製
蒸
気
機
関
車
で
す
。そ
し
て
国
有
林
で
導

入
さ
れ
た
蒸
気
機
関
車
は
、ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
、コ
ッ
ペ
ル

な
ど
の
外
国
製
、雨
宮
製
作
所
、協
三
工
業
、国
鉄
釧
路
工
場

な
ど
約
２
０
０
両
に
な
り
ま
す
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
、昭
和
３
年
に
帝
室
林
野
局
が
上

松
運
輸
出
張
所
に
導
入
し
た
ド
イ
ツ
製
の
も
の
が
最
初
で

し
た
が
、出
力
不
足
等
の
た
め
、成
果
が
挙
げ
ら
れ
な
い
期

間
が
続
き
ま
し
た
。戦
後
に
な
る
と
、昭
和
23
年
に
野
村
組

工
作
所
製
の
も
の
が
馬
路
営
林
署
に
導
入
さ
れ
た
の
を
は

じ
め
、加
藤
製
作
所
、酒
井
工
作
所
、協
三
工
業
製
な
ど
の
機

関
車
が
数
多
く
導
入
さ
れ
、蒸
気
機
関
車
に
置
き
替
わ
り
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
全
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、主
要
な
森
林
鉄
道
に
は
職
員
輸
送
用
の
客
車
や

機
動
的
な
職
員
巡
視
用
の
小
型
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。 
ま
た
、王
滝
森
林
鉄
道
で
は
、職
員
用
客
車
列
車
の

「
み
や
ま
」号
や
町
所
有
の
学
童
通
学
用
専
用
列
車
の「
や
ま

ば
と
」号
が
あ
り
定
期
運
行
さ
れ
、さ
ら
に
特
殊
な
車
両
と

し
て
、職
員
用
の
理
髪
車
、皇
族
が
利
用
し
た
お
召
し
車
両

も
存
在
し
ま
し
た
。

１

⒈ 魚梁瀬森林鉄道・魚梁瀬営林署（和田山付近）

⒉ 内大臣林道・矢部営林署（大正 4 年）⒌ 仁鮒森林鉄道・能代営林署 ⒋ 大畑森林鉄道・大畑営林署 ⒊ 空「トロ」犬曳き ・高知営林局

情
報
誌「
林
野
」で
は「
森
林
鉄
道
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
な
が
ら
、日
本

の
林
業
の
歴
史
や
当
時
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。第
２
回
目

は
森
林
鉄
道
の
車
両
に
つ
い
て
で
す
。
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２

武利森林鉄道・丸瀬布営林署

秋田営林署管内で運用され
た加藤製作所製 4.8t ディー
ゼル機関車（真室川町）

❷ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
で
は
、山
形
県
真
室
川
町「
ま
む
ろ
が
わ
温
泉
梅
里
苑
」の
秋
田
営
林

署
管
内
で
運
用
さ
れ
て
い
た
加
藤
製
作
所
製
４
・
８
ｔ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
、長
野
県
南
牧
村

野
辺
山
の
Ｓ
Ｌ
ラ
ン
ド
の
上
松
運
輸
営
林
署
で
運
用
さ
れ
て
い
た
酒
井
工
作
所
製
５
ｔ
及
び

４
・
１
ｔ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
、高
知
県
馬
路
村
の
円
山
公
園
の
野
村
組
製
４
・
８
ｔ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
車
な
ど
、全
国
で
７
両
が
動
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、馬
路
村
の
馬
路
温
泉
前
で

は
、外
観
を
ポ
ー
タ
ー
製
蒸
気
機
関
車
に
似
せ
た
垣
内
製
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
観
光
客
を
乗

せ
て
い
ま
す
。静
態
保
存
車
両
の
数
は
39
両
に
も
及
び
ま
す
。

　

な
お
、長
野
県
上
松
町
の
赤
沢
自
然
休
養
林
内
を
走
る
森
林
鉄
道
の
路
線
は
、小
川
森
林
鉄

道
の
赤
沢
支
線
の
路
線
を
復
元
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
が
、運
用
機
は
、北
陸
重
機
製
の
５
ｔ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
で
、観
光
運
行
用
に
新
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
存
す
る
森
林
鉄
道 

【 

現
役
の
森
林
鉄
道 

】

　

現
役
の
森
林
鉄
道
は
、国
有
林
の
も
の
で
は
屋
久
島
の
安
房
森
林
鉄
道
及
び
そ
れ
以
外
の
も

の
は
京
都
大
学
芦
生
演
習
林
の
森
林
軌
道
の
み
で
、こ
れ
ら
以
外
は
全
て
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

森
林
鉄
道
の
動
力
車
の
保
存
状
況

❶ 

蒸
気
機
関
車 

　

蒸
気
機
関
車
で
は
唯
一
動
態
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、北
海
道
丸
瀬
布
営
林
署
の
武む
り
い利
森

林
鉄
道
で
運
行
し
て
い
た
雨
宮
製
作
所
製
21
号
※
サ
イ
ド
タ
ン
ク
蒸
気
機
関
車
で
、現
在
、丸

瀬
布
い
こ
い
の
森
で
観
光
用
に
客
車
を
牽
引
し
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

静
態
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は

３
両
で
、い
ず
れ
も
米
国
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
製
の
※
リ
ア
タ
ン
ク
蒸

気
機
関
車
で
す
。 

温
根
湯
森
林

鉄
道
で
運
行
し
て
い
た
２
号
機
が

東
北
森
林
管
理
局
仁
別
森
林
博
物

館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。温
根

湯
森
林
鉄
道
廃
止
に
伴
い
当
時
建

設
さ
れ
た
博
物
館
の
開
館
に
合
わ

せ
秋
田
営
林
局
に
譲
渡
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

同
様
に
、群
馬
県
に
所
在
す
る

森
林
技
術
総
合
研
修
所
林
業
機
械

化
セ
ン
タ
ー
に
は
置
戸
森
林
鉄
道

で
運
行
し
て
い
た
３
号
機
が
、長

野
県
の
赤
沢
自
然
休
養
林
に
は
小

川
、王
滝
森
林
鉄
道
で
運
行
し
た

１
号
機
が
そ
れ
ぞ
れ
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

❸ 
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
、モ
ー
タ
ー
カ
ー

　

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
、モ
ー
タ
ー
カ
ー
で
は
、動
態
保
存
８
両
、静
態
保
存
６
両
が
存
在
し
ま
す
。

（
※
）蒸
気
機
械
車
が
使
う
水
タ
ン
ク
が
運
転
席
の
後
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が「
リ
ア
タ
ン
ク
」、

　
　

車
両
の
両
脇
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が「
サ
イ
ド
タ
ン
ク
」で
す
。
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